森有節家について : 再興萬古焼〈有節萬古〉の家系を巡って by 岡村 奉一郎
森
有
節
家
に
つ
い
て
再
興
萬
古
焼
〈
有
節
萬
古
〉
の
家
系
を
巡
っ
て
岡
村
奉
一
郎
令
和
二
年
四
月
十
日
発
行
皇
學
館
論
叢
第
五
十
三
巻
第
一
号
抜
刷
皇
學
館
論
叢
第
五
十
三
巻
第
一
号
令
和
二
年
四
月
十
日
森
有
節
家
に
つ
い
て
再
興
萬
古
焼
〈
有
節
萬
古
〉
の
家
系
を
巡
っ
て
岡
村
奉
一
郎
□
要
旨
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
古
い
萬
古
焼
の
再
興
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
「
森
有
節
」。
今
ま
で
の
通
説
に
よ
る
と
天
保
二
年
に
若
い
與
五
左
衛
門
有
節
と
与
平
千
秋
兄
弟
が
伊
勢
小
向
村
に
て
開
窯
し
、
細
工
木
型
や
腥
臙
脂
釉
、
盛
絵
等
様
々
な
発
明
を
行
い
、
開
窯
と
同
時
に
桑
名
藩
に
認
め
ら
れ
、
幕
末
の
日
本
国
中
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
近
年
朝
日
町
に
森
有
節
家
等
よ
り
寄
託
及
び
寄
贈
さ
れ
た
資
料
が
公
開
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
初
代
森
與
五
左
衛
門
有
節
と
陶
祖
森
与
一
郎
有
節
が
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
與
五
左
衛
門
と
与
兵
衛
の
父
与
一
郎
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
詳
細
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、「
甚
だ
器
用
な
人
で
、常
時
頗
ぶ
る
精
巧
な
義
眼
義
歯
等
の
諸
細
工
物
を
作
つ
て
世
人
を
驚
嘆
せ
し
め
」等
の
伝
承
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
本
論
で
は
今
ま
で
通
説
と
な
っ
て
い
た
事
象
を
見
直
し
、
現
時
点
ま
で
に
判
明
し
た
歴
代
有
節
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
、
新
た
な
「
森
有
節
」
家
に
つ
い
て
論
じ
て
い
く
。
□
キ
ー
ワ
ー
ド
萬
古
焼
森
有
節
陶
祖
森
与
一
郎
千
秋
と
二
代
有
節
― 22 ―
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
古
い
萬
古
焼
（
註
1
）の
再
興
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
「
森
有
節
」。
今
ま
で
の
通
説
に
よ
る
と
天
保
（
一
八
三
一
）
二
年
に
若
い
與
五
左
衛
門
有
節
（
二
十
四
歳
）
と
与
平
千
秋
（
十
六
歳
）
の
兄
弟
が
小
向
村
に
て
開
窯
し
、
細
工
木
型
や
腥
臙
脂
釉
、
盛
絵
等
様
々
な
発
明
を
行
い
、
日
本
国
中
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
様
々
な
新
資
料
が
公
に
な
り
、
そ
の
生
涯
や
作
品
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
新
し
い
「
森
有
節
」
像
が
見
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
端
を
上
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
現
在
初
代
「
森
有
節
」
と
し
て
伝
わ
る
與
五
左
衛
門
は
桑
名
城
下
の
田
町
に
て
父
与
一
郎
（
註
2
）の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
兄
弟
に
つ
い
て
は
弟
千
秋
以
外
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
が
、
丹
波
修
治
が
残
し
た
「
丹
修
博
物
記
」（「
丹
修
博
物
記
」
に
つ
い
て
は
竹
内
弘
光
氏
よ
り
教
授
）
に
與
五
左
衛
門
三
男
で
所
謂
二
代
「
森
有
節
」
の
勘
三
郎
が
自
ら
森
家
に
つ
い
て
語
っ
た
聞
書
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
（
以
降
丹
修
勘
三
郎
聞
書
と
い
う
）。
そ
れ
に
よ
る
と
勘
三
郎
か
ら
見
て
祖
父
で
あ
る
与
一
郎
に
は
五
人
の
子
が
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お
り
、
長
子
が
與
五
左
衛
門
、
次
子
が
与
平
（
与
兵
衛
か
）、
三
子
が
女
子
、
四
子
が
与
四
郎
、
五
子
が
与
八
と
な
っ
て
い
る
。
四
子
以
降
の
母
は
與
五
左
衛
門
ら
の
母
と
は
別
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
ま
た
所
謂
初
代
「
森
有
節
」
與
五
左
衛
門
の
父
与
一
郎
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
詳
細
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、「（
有
節
の
）
其
ノ
父
ハ
紙
屑
ヲ
商
業
ト
セ
シ
ガ
（
出
典
：
観
古
図
説
）」、「
甚
だ
器
用
な
人
で
、
常
時
頗
ぶ
る
精
巧
な
義
眼
義
歯
等
の
諸
細
工
物
を
作
つ
て
世
人
を
驚
嘆
せ
し
め
（
出
典
：
陶
器
講
座
五
巻
）」、「（
有
節
の
）
父
も
有
節
（
ア
リ
ト
キ
）
と
言
っ
て
い
た
（
出
典
：
美
術
・
工
藝
通
巻
第
二
十
六
号
所
載
「
伊
勢
の
萬
古
焼
」）
と
の
伝
承
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
（
註
3
）。
し
か
し
近
年
朝
日
町
に
森
有
節
家
等
よ
り
寄
託
及
び
寄
贈
さ
れ
た
資
料
が
、
朝
日
町
の
資
料
整
理
の
努
力
に
よ
り
年
々
公
開
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
、
森
與
五
左
衛
門
と
森
与
一
郎
が
混
同
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
（
註
4
）。
そ
の
成
果
が
、
朝
日
町
が
進
め
て
い
た
朝
日
町
史
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
萬
古
焼
に
つ
い
て
の
調
査
研
究
は
平
成
三
十
一
年
三
月
末
に
て
無
期
限
の
休
止
と
な
っ
て
し
ま
い
、
萬
古
焼
の
本
当
の
姿
に
つ
い
て
道
半
ば
で
中
断
す
る
と
て
も
残
念
な
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
論
で
は
そ
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
― 23 ―
の
朝
日
町
史
に
か
か
る
調
査
研
究
も
若
干
踏
ま
え
な
が
ら
、今
ま
で
通
説
と
な
っ
て
い
た
事
象
を
見
直
し
、現
時
点
ま
で
に
判
明
し
た「
森
有
節
」
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
、
新
た
な
「
森
有
節
」
家
に
つ
い
て
私
見
を
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
初
め
に
、
こ
の
論
文
の
中
で
は
こ
れ
ま
で
の
萬
古
焼
に
関
す
る
研
究
と
の
整
合
性
を
取
る
た
め
、
現
在
天
保
二
年
に
小
向
に
て
開
窯
し
た
人
物
を
初
代
森
與
五
左
衛
門
有
節
（
略
し
て
「
初
代
有
節
」
も
し
く
は
「
與
五
左
衛
門
」）
と
す
る
。
初
代
有
節
の
父
で
あ
る
森
与
一
郎
有
節
に
つ
い
て
は
「
陶
祖
有
節
（
と
う
そ
あ
り
と
き
）」
も
し
く
は
「
与
一
郎
」
と
す
る
（
井
上
喜
久
男
氏
提
唱
に
よ
る
）。
二
代
森
勘
三
郎
有
節
以
降
に
つ
い
て
は
「
二
代
有
節
」
と
代
数
を
冠
し
て
記
述
し
て
い
く
。
與
五
左
衛
門
の
弟
森
与
平
千
秋
に
つ
い
て
は
、
現
在
広
く
流
布
し
て
い
る
「
与
平
」
で
は
な
く
父
与
一
郎
と
同
名
の
「
与
市
」
も
し
く
は
「
与
兵
衛
」
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
「
与
兵
衛
千
秋
」
も
し
く
は
「
与
兵
衛
」
と
す
る
（
註
5
）。
1
．
森
與
五
左
衛
門
有
節
の
父
森
与
一
郎
有
節
こ
れ
ま
で
「
有
節
萬
古
（
註
6
）」
の
創
始
者
「
森
有
節
」
に
つ
い
て
は
、
手
先
が
器
用
で
あ
り
陶
芸
も
趣
味
で
嗜
ん
で
い
た
が
、
沼
波
弄
山
の
興
し
た
萬
古
焼
が
、
弄
山
死
後
絶
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
憂
い
、
天
保
二
年
（
三
年
説
も
あ
り
る
が
丹
修
博
物
記
に
よ
り
二
年
と
す
る
）
二
十
四
歳
の
時
に
十
六
歳
の
弟
与
兵
衛
千
秋
と
と
も
に
小
向
で
窯
を
開
い
た
と
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も
当
時
珍
し
い
ピ
ン
ク
色
に
発
色
す
る
腥
臙
脂
釉
を
偶
々
発
見
し
、
手
先
が
器
用
な
こ
と
か
ら
急
須
内
型
で
あ
る
細
工
木
型
を
発
明
し
人
々
を
驚
か
せ
、
窯
を
開
い
た
翌
年
に
は
藩
主
か
ら
三
人
扶
持
（
翌
年
に
は
追
加
で
二
人
扶
持
が
追
加
さ
れ
五
人
扶
持
と
な
る
）
を
拝
領
す
る
と
い
う
離
れ
業
を
行
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
華
々
し
い
登
場
か
ら
ち
ょ
っ
と
間
を
置
き
、
弟
与
兵
衛
千
秋
が
亡
く
な
っ
た
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
初
代
有
節
は
藩
主
よ
り
帯
刀
を
許
さ
れ
（
苗
字
袴
御
免
は
二
年
遡
る
文
久
二
年
）、
慶
應
三
（
一
八
六
七
）
年
国
産
陶
器
職
取
締
役
に
大
政
奉
還
が
な
さ
れ
る
― 24 ―
前
と
い
う
時
期
に
任
命
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
明
治
に
入
り
戊
辰
戦
争
に
よ
っ
て
桑
名
は
新
政
府
軍
の
侵
攻
を
迎
え
、
藩
継
続
は
な
る
も
の
の
廃
藩
置
県
へ
と
時
代
は
進
ん
で
い
く
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
な
流
れ
と
は
別
に
、
森
有
節
は
維
新
以
降
国
内
外
の
博
覧
会
に
出
品
し
受
賞
、
晩
年
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
そ
れ
ま
で
の
通
称
與
五
左
衛
門
を
有
節
に
改
め
、
明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
に
七
十
五
歳
で
亡
く
な
る
。
波
乱
の
人
生
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
決
定
的
な
謎
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
森
有
節
は
当
初
か
ら
評
価
の
高
い
陶
器
「
有
節
萬
古
」
を
製
造
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず
ど
う
や
っ
て
陶
技
を
身
に
つ
け
た
か
、
次
に
発
明
さ
れ
た
と
さ
れ
る
日
本
で
初
め
て
の
腥
臙
脂
釉
や
細
工
木
型
は
い
つ
完
成
し
た
か
、
最
後
に
窯
を
開
い
た
直
後
に
藩
主
よ
り
三
人
扶
持
を
拝
領
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
與
五
左
衛
門
が
弄
山
の
萬
古
の
復
興
と
い
う
動
機
だ
け
で
、
手
先
の
器
用
な
全
く
の
素
人
が
何
の
伝
手
も
な
く
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
「
初
代
有
節
は
陶
祖
有
節
の
子
で
あ
り
、
陶
技
を
そ
の
工
房
で
幼
い
こ
ろ
よ
り
伝
習
し
て
い
た
」
と
す
れ
ば
「
幼
ヨ
リ
工
藝
ニ
耽
リ
美
術
ヲ
嗜
ミ
窯
ヲ
設
ケ
テ
製
シ
」（
三
代
有
節
「
萬
古
焼
陶
器
由
来
森
有
節
小
傳
」）、
父
ら
と
と
も
に
様
々
な
発
明
を
完
成
さ
せ
、
藩
主
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
等
全
て
の
説
明
が
で
き
る
。
与
一
郎
は
桑
名
藩
で
国
産
窯
「
与
市
窯
」
の
経
営
も
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
小
向
村
庄
屋
で
あ
っ
た
伊
藤
家
に
残
る
文
書
（
朝
日
町
歴
史
博
物
館
所
蔵
：
以
降
小
向
村
庄
屋
文
書
と
い
う
）
の
中
の
「
陶
器
竃
諸
願
書
扣
帳
」
に
あ
る
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
「
与
市
窯
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
「
与
市
」
が
可
能
性
と
し
て
与
兵
衛
千
秋
と
い
う
こ
と
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
父
与
一
郎
が
存
命
（
丹
修
勘
三
郎
聞
書
に
よ
る
と
与
一
郎
は
「
嘉
永
三
戌
（
一
八
五
〇
）
年
二
月
廿
五
日
六
十
八
才
ニ
テ
卒
去
」
と
あ
る
）
で
あ
る
以
上
そ
の
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
。
與
五
左
衛
門
の
父
で
あ
る
与
一
郎
が
す
で
に
桑
名
藩
内
で
窯
を
開
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
天
保
二
年
開
窯
当
時
若
年
の
與
五
左
衛
門
が
、
窯
を
開
い
て
す
ぐ
に
桑
名
藩
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
前
述
の
謎
の
説
明
が
で
き
る
。
確
認
は
さ
れ
て
い
な
い
が
与
一
郎
は
天
保
以
前
に
開
窯
し
、
藩
主
に
よ
っ
て
與
五
左
衛
門
の
拝
領
し
た
も
の
と
は
別
に
扶
持
を
受
け
て
い
た
可
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
― 25 ―
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
は
前
述
の
丹
修
勘
三
郎
聞
書
に
「
天
保
五
年
」
に
松
平
定
猷
（
藩
主
世
子
）
が
立
ち
寄
り
、
ま
た
「
天
保
七
年
申
八
月
」
に
は
藩
主
松
平
定
永
が
「
有
節
轆
轤
挽
物
台
覧
ニ
供
セ
リ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
与
一
郎
が
扶
持
を
頂
い
て
い
た
か
は
今
の
と
こ
ろ
資
料
が
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
与
一
郎
の
子
で
あ
る
與
五
左
衛
門
が
父
を
差
し
置
い
て
扶
持
を
賜
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
天
保
三
年
に
與
五
左
衛
門
が
五
人
扶
持
を
賜
っ
た
の
は
分
家
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
普
通
家
督
相
続
等
行
わ
れ
て
い
な
け
れ
ば
家
の
当
主
が
二
人
い
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
与
一
郎
の
「
與
」
と
沼
波
弄
山
の
通
称
「
五
左
衛
門
」
を
合
わ
せ
た
與
五
左
衛
門
と
い
う
名
乗
り
か
ら
も
、
そ
う
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
国
産
陶
器
窯
と
し
て
は
ま
だ
不
十
分
な
力
量
で
あ
っ
た
た
め
か
小
向
村
庄
屋
の
伊
藤
家
が
取
締
役
的
な
役
割
を
も
っ
て
い
た
と
も
い
え
る
（
註
7
）。
し
か
し
こ
れ
ま
で
与
一
郎
作
陶
の
作
品
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
与
一
郎
は
実
際
に
作
陶
し
て
い
た
の
か
、
作
陶
し
て
い
た
の
な
ら
ば
作
品
が
伝
世
し
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
点
が
謎
と
し
て
残
る
。
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
與
五
左
衛
門
が
父
与
一
郎
と
同
じ
「
有
節
」
と
名
乗
っ
た
た
め
、
与
一
郎
と
與
五
左
衛
門
の
区
別
が
つ
き
に
く
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
印
銘
や
資
料
に
残
る
筆
跡
か
ら
も
当
初
与
一
郎
は
「
有
節
」
と
作
品
に
署
名
等
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
後
「
萬
古
焼
」
署
名
や
「
萬
古
」
印
を
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
嘉
永
三
年
の
父
の
死
後
、
子
の
與
五
左
衛
門
は
当
初
「
萬
古
」、「
萬
古
有
節
」
と
署
名
や
印
銘
を
作
品
等
に
記
し
て
い
っ
た
が
、
明
治
初
頭
（
十
一
年
以
降
：
後
述
）
に
、
自
ら
を
「
與
五
左
衛
門
」
か
ら
「
有
節
」
と
名
乗
り
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
父
と
同
一
化
し
、
積
極
的
に
顕
彰
も
し
な
か
っ
た
こ
と
が
混
同
を
招
い
た
要
因
と
い
え
る
。
前
述
の
小
向
神
社
狛
犬
像
だ
け
で
な
く
、
①
森
有
節
家
か
ら
朝
日
町
が
寄
贈
を
受
け
た
大
量
の
土
型
の
中
か
ら
も
「
天
保
十
五
辰
九
月
六
十
二
翁
有
節
造
之
」
刻
銘
の
も
の
が
見
ら
れ
、
與
五
左
衛
門
で
あ
れ
ば
天
保
十
五
年
で
あ
れ
ば
三
十
七
歳
と
な
っ
て
し
ま
う
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こ
と
、
ま
た
②
丹
修
勘
三
郎
聞
書
の
明
治
十
九
年
に
聞
書
き
し
た
内
容
に
「
松
本
屋
森
与
一
郎
」（
有
節
と
の
記
載
は
な
い
）
が
嘉
永
三
年
に
六
十
八
歳
で
な
く
な
っ
た
こ
と
、
最
後
に
③
𦘠𦘠
崇
寺
に
昭
和
五
十
年
代
ま
で
存
在
し
た
「
森
有
節
墓
」（
桑
名
市
史
所
載
）
に
も
与
一
郎
で
あ
る
「
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
」
が
嘉
永
三
年
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
、
等
三
点
と
結
び
つ
き
與
五
左
衛
門
の
父
与
一
郎
が
、
與
五
左
衛
門
が
開
窯
し
た
天
保
二
年
に
も
存
在
し
、
嘉
永
三
年
に
亡
く
な
る
ま
で
作
陶
に
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
有
節
萬
古
と
し
て
伝
わ
る
作
品
の
中
に
、
井
上
喜
久
男
氏
は
初
代
有
節
か
ら
の
歴
代
の
他
に
も
、
初
期
の
有
節
作
品
に
技
術
的
、
造
形
的
に
相
違
が
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
註
8
）。
ま
た
伝
世
し
て
い
て
作
品
や
共
箱
に
紀
年
銘
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も「
有
節
」
や
「
萬
古
」
の
押
印
に
つ
い
て
基
準
的
な
傾
向
が
分
っ
て
き
て
い
る
（
註
9
）。
以
上
の
こ
と
か
ら
與
五
左
衛
門
は
天
保
二
年
に
開
窯
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
桑
名
で
陶
工
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
父
与
一
郎
よ
り
新
屋
分
け
の
よ
う
な
形
で
小
向
に
移
り
住
み
、
父
ら
と
と
も
に
作
陶
の
工
夫
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
（
註
10
）。
そ
し
て
嘉
永
三
年
に
与
一
郎
が
亡
く
な
っ
た
後
、
父
の
跡
を
継
い
だ
与
兵
衛
千
秋
一
家
を
小
向
に
呼
び
寄
せ
、
と
も
に
「
有
節
萬
古
」
を
創
業
し
て
い
っ
た
。
2
．
森
與
五
左
衛
門
有
節
の
弟
森
与
兵
衛
千
秋
與
五
左
衛
門
の
弟
森
与
兵
衛
千
秋
に
つ
い
て
も
再
考
の
余
地
が
あ
る
と
い
え
る
。
今
ま
で
は
有
節
萬
古
の
濫
觴
と
し
て
天
保
二
年
に
当
時
十
六
歳
で
「
兄
と
一
緒
に
小
向
で
開
窯
」
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ど
う
も
与
兵
衛
は
兄
と
は
一
緒
に
住
ん
で
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
向
村
庄
屋
文
書
の
中
に
森
與
五
左
衛
門
家
の
世
帯
状
況
も
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
残
存
し
て
い
る
天
保
十
二
年
か
ら
慶
應
三
年
ま
で
の
間
、
与
兵
衛
が
與
五
左
衛
門
の
世
帯
に
「
厄
介
」
に
な
る
の
は
嘉
永
七
年
か
ら
で
あ
る
。
嘉
永
二
年
の
世
帯
に
は
与
兵
衛
は
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
ち
ょ
う
ど
父
与
一
郎
が
嘉
永
三
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
ま
た
「
与
平
」
と
一
般
的
に
森
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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千
秋
の
こ
と
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
小
向
村
庄
屋
文
書
の
中
に
出
て
く
る
「
与
平
」
は
安
政
二
年
の
世
帯
に
記
載
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
記
載
は
「
与
平
」
で
は
な
く
「
与
市
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
で
き
る
こ
と
は
、「
与
平
」
は
小
向
に
は
お
ら
ず
、
恐
ら
く
父
与
一
郎
と
と
も
に
桑
名
城
下
で
窯
元
「
与
市
窯
」
を
運
営
し
て
い
た
こ
と
、
父
与
一
郎
が
嘉
永
三
年
に
死
没
後
、
窯
元
「
与
市
窯
」
の
跡
を
継
い
だ
の
は
与
市
と
名
乗
っ
た
弟
の
与
兵
衛
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
一
つ
の
仮
説
を
生
み
出
す
。
與
五
左
衛
門
が
帯
刀
許
可
を
得
た
の
が
元
治
元
年
十
月
。
与
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
の
が
同
年
八
月
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
家
窯
元
の
与
兵
衛
が
亡
く
な
っ
た
後
、
兄
の
與
五
左
衛
門
が
本
家
窯
元
を
統
合
す
る
藩
の
許
可
を
受
け
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
与
兵
衛
が
与
一
郎
の
本
家
を
継
い
で
い
た
こ
と
は
有
節
家
の
名
乗
り
に
よ
っ
て
も
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
。
與
五
左
衛
門
の
子
は
五
左
衛
門
で
そ
の
子
ど
も
に
は
「
与
治
郎
」
と
い
う
名
前
が
見
え
る
。
与
兵
衛
は
父
与
一
郎
と
同
様
の
与
市
を
名
乗
り
、
与
兵
衛
の
子
は
父
の
死
後
「
与
市
郎
」
へ
と
改
名
し
て
い
る
。
松
本
屋
の
屋
号
に
つ
い
て
も
桑
名
に
残
る
森
家
が
継
い
で
お
り
、
森
与
一
郎
の
本
流
（
以
下
「
松
本
屋
森
家
」
と
い
う
）
は
桑
名
に
残
っ
た
「
与
市
郎
」
へ
と
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
五
年
の
小
向
村
庄
屋
文
書
に
よ
る
と
「
与
平
」
の
子
「
与
市
郎
」
は
與
五
左
衛
門
と
同
様
職
工
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
十
八
歳
で
世
帯
も
與
五
左
衛
門
と
は
別
家
と
な
っ
て
お
り
、
独
立
し
た
職
人
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
与
市
郎
は
世
代
と
し
て
は
與
五
左
衛
門
長
男
五
左
衛
門
の
十
六
歳
下
、
同
次
男
修
輔
の
十
一
歳
下
、
同
三
男
勘
三
郎
の
七
つ
下
。
つ
る
の
子
玄
治
郎
と
同
い
年
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
与
市
郎
が
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
（
可
能
性
に
つ
い
て
は
後
述
）。
松
本
屋
森
家
に
お
い
て
も
伝
承
が
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
系
図
的
な
つ
な
が
り
は
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
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3
．「
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
」
森
有
節
家
の
墓
石
に
つ
い
て
は
様
々
な
謎
が
あ
る
。
森
有
節
家
関
係
の
墓
は
分
か
っ
て
い
る
も
の
で
以
下
の
六
基
が
あ
げ
ら
れ
る
。
①
森
家
代
々
之
墓
（
昭
和
五
十
四
年
九
月
再
建
森
邦
生
・
森
信
雄
）
墓
碑
銘
：
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
②
森
家
累
代
之
墓
（
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
再
建
森
録
郎
・
久
美
子
）
墓
碑
銘
：
慈
照
妙
徳
信
女
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
森
と
く
享
年
六
十
八
才
③
森
有
節
之
墓
（
明
治
四
十
五
年
一
月
三
世
有
節
建
）
墓
碑
銘
：
摘
山
院
釋
萬
古
無
涯
居
士
明
治
十
五
年
四
月
廿
五
日
卒
釋
深
廣
妙
涯
信
女
明
治
十
九
年
六
月
一
日
卒
深
諦
院
釋
善
念
為
親
居
士
明
治
四
十
四
年
十
月
十
八
日
卒
④
森
有
節
墓
（
建
立
年
不
明
：
現
存
せ
ず
）
墓
碑
銘
：
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
嘉
永
三
年
庚
戌
二
月
廿
五
日
釋
即
証
妙
性
信
女
文
政
三
年
庚
辰
九
月
四
日
釋
自
然
妙
起
信
女
弘
化
二
年
乙
巳
正
月
十
七
日
陽
楓
軒
釋
千
秋
常
和
信
士
元
治
紀
元
甲
子
八
月
二
十
六
日
死
去
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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⑤
森
家
之
墓
（
文
政
九
年
五
月
森
与
兵
衛
建
立
：
現
存
せ
ず
）
墓
碑
銘
：
釋
誓
須
信
士
釋
智
誓
信
女
釋
証
智
信
士
釋
妙
照
信
女
⑥
森
盲
齋
之
墓
（
大
正
十
三
年
八
月
森
と
く
建
立
：
現
存
せ
ず
）
墓
碑
銘
：
釋
一
如
真
顕
信
士
釋
慧
光
明
浄
信
士
釋
清
浄
妙
光
信
女
釋
寶
池
浄
蓮
信
士
釋
慈
光
妙
照
信
女
釋
智
光
妙
朗
信
女
釋
妙
道
信
女
現
在
桑
名
𦘠𦘠
崇
寺
に
は
森
家
の
墓
が
二
基
あ
る
が
、
一
基
が
①
「
森
家
代
々
之
墓
」、
も
う
一
基
が
②
「
森
家
累
代
之
墓
」
で
あ
る
。
以
前
𦘠𦘠
崇
寺
に
は
、
森
家
の
墓
所
に
は
最
初
四
つ
墓
が
あ
っ
た
そ
う
で
、
一
つ
は
八
角
石
柱
④
、
あ
と
三
つ
の
う
ち
一
つ
は
ど
こ
の
森
家
の
も
の
か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
、
松
本
屋
森
家
が
管
理
を
し
て
い
た
二
つ
の
墓
⑤
「
森
家
之
墓
」（
文
政
九
年
五
月
森
与
兵
衛
建
立
）
と
⑥
「
森
盲
齋
之
墓
」（
大
正
十
三
年
八
月
森
と
く
建
立
）
の
二
つ
の
墓
を
昭
和
六
十
三
年
に
合
祀
し
て
②
「
森
家
累
世
之
墓
」
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
①
は
昭
和
五
十
四
年
に
④
を
再
建
し
た
も
の
と
さ
れ
、
建
立
者
は
三
代
有
節
の
子
で
あ
る
六
代
森
邦
生
氏
と
森
信
雄
氏
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
墓
所
で
あ
る
桑
名
の
真
宗
高
田
派
𦘠𦘠
崇
寺
は
住
持
に
よ
る
と
昭
和
二
十
年
の
桑
名
空
襲
に
よ
り
寺
域
の
ほ
と
ん
ど
を
焼
失
し
、
そ
の
際
過
去
帳
等
も
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
墓
石
も
相
当
被
害
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
小
向
の
窯
跡
に
建
て
ら
れ
て
い
た
が
住
宅
造
成
に
よ
り
移
転
さ
せ
ら
れ
た
の
が
③
「
森
有
節
之
墓
」
で
あ
る
。
三
代
有
節
（
二
代
勘
三
郎
有
節
の
子
）
が
、
勘
三
郎
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
明
治
四
十
五
（
一
九
一
二
）
年
一
月
に
建
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
節
の
墓
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
③
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
以
前
存
在
し
た
⑤
「
森
家
之
墓
」
に
あ
る
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
建
立
し
た
「
森
与
兵
衛
」
は
、
年
代
か
ら
見
て
九
― 30 ―
歳
の
与
兵
衛
千
秋
で
は
な
く
与
一
郎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
与
一
郎
は
当
初
与
兵
衛
と
名
乗
っ
て
い
た
が
後
に
「
与
市
・
与
一
郎
」
と
名
乗
り
を
変
え
た
の
か
時
期
等
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
前
述
の
森
家
に
つ
い
て
本
家
与
一
郎
が
「
与
兵
衛
」
を
名
乗
り
、
与
兵
衛
千
秋
、
そ
の
子
与
市
郎
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
も
与
兵
衛
千
秋
が
与
一
郎
の
跡
を
継
い
で
い
た
こ
と
が
分
る
。
⑤
及
び
⑥
の
墓
に
つ
い
て
④
が
載
っ
て
い
る
桑
名
市
史
に
は
記
載
が
な
い
た
め
現
存
す
る
墓
碑
よ
り
他
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
森
盲
齋
は
建
立
者
で
あ
る
森
と
く
の
父
駒
次
郎
と
の
こ
と
で
、
刳
り
物
師
で
目
が
不
自
由
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
目
が
不
自
由
と
い
う
こ
と
は
窯
の
火
を
見
る
陶
工
に
よ
く
あ
る
不
幸
な
出
来
事
で
あ
る
。
娘
の
と
く
は
墓
誌
よ
り
明
治
三
十
年
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
世
代
的
な
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
と
与
兵
衛
千
秋
の
子
で
あ
り
十
代
後
半
よ
り
陶
工
を
し
て
い
た
与
市
郎
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
⑥
は
盲
齋
が
亡
く
な
っ
た
の
が
大
正
十
三
年
頃
で
墓
碑
銘
に
あ
る
内
い
ず
れ
か
は
与
兵
衛
千
秋
の
妻
や
盲
齋
の
家
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
は
与
一
郎
が
そ
の
父
母
等
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
桑
名
市
史
に
記
載
の
あ
る
④
は
特
徴
的
な
八
角
石
柱
に
与
兵
衛
千
秋
の
没
年
と
戒
名
及
び
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
ら
三
人
の
法
名
没
年
が
彫
刻
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
墓
碑
銘
に
あ
る
四
人
の
な
か
に
初
代
與
五
左
衛
門
有
節
は
な
く
、「
森
有
節
墓
」
は
与
一
郎
と
与
兵
衛
千
秋
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
墓
碑
に
あ
る
「
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
」
は
没
年
が
「
嘉
永
三
年
庚
戌
二
月
廿
五
日
」
と
い
う
こ
と
か
ら
丹
修
勘
三
郎
聞
書
と
一
致
し
て
お
り
与
一
郎
の
こ
と
で
あ
る
と
分
る
。
与
兵
衛
千
秋
以
外
の
三
人
は
与
一
郎
の
母
と
妻
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
建
立
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
が
、
お
そ
ら
く
嘉
永
三
年
の
与
一
郎
死
去
の
際
に
与
兵
衛
千
秋
が
建
立
し
、
与
兵
衛
千
秋
の
死
後
父
と
同
じ
墓
に
入
っ
て
墓
碑
を
加
え
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
祭
事
管
理
は
三
代
有
節
の
頃
か
ら
か
歴
代
森
有
節
の
家
（
小
向
有
節
家
と
い
う
）
に
移
っ
た
ら
し
く
、
①
昭
和
五
十
四
年
に
八
角
石
柱
を
現
在
の
墓
石
へ
と
再
建
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
三
代
有
節
の
子
供
で
あ
る
森
邦
生
氏
と
森
信
雄
氏
が
行
っ
て
い
る
。
建
替
え
を
し
た
際
、
墓
石
に
は
八
角
石
柱
に
あ
っ
た
与
兵
衛
千
秋
他
の
墓
碑
は
刻
ま
れ
ず
「
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
」
の
み
記
載
が
あ
る
。
信
雄
氏
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
正
覺
院
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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釋
有
節
法
音
居
士
」
は
初
代
有
節
（
與
五
左
衛
門
）
の
法
名
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
與
五
左
衛
門
の
法
名
は
「
摘
山
院
釋
萬
古
無
涯
居
士
」
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
小
向
有
節
家
で
も
混
乱
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
初
代
と
伝
わ
る
法
名
の
混
乱
に
つ
い
て
は
、
小
向
有
節
家
に
伝
わ
る
花
之
舎
帆
山
唯
念
が
明
治
三
年
に
「
森
有
節
翁
之
像
」
と
し
て
書
い
た
肖
像
画
の
箱
書
が
「
正
覺
院
有
節
肖
像
男
有
節
作
之
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
同
様
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
こ
の
肖
像
脇
に
記
載
さ
れ
て
い
る
「
森
有
節
翁
之
像
明
治
三
庚
午
暮
冬
花
乃
舎
」
と
い
う
墨
書
に
つ
い
て
も
「
明
治
三
年
の
時
点
で
與
五
左
衛
門
は
『
森
有
節
』
と
名
乗
っ
て
い
た
の
か
」
と
い
う
疑
義
が
あ
る
。
與
五
左
衛
門
自
身
が
提
出
し
た
明
治
十
四
年
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る
身
上
書
に
「
明
治
十
一
年
允
可
を
得
て
旧
実
名
有
節
を
以
て
通
称
と
せ
り
」
と
改
名
の
こ
と
を
自
ら
話
し
て
い
る
。
博
覧
会
関
係
の
申
請
書
類
や
請
書
関
係
も
明
治
十
一
年
パ
リ
万
博
、
同
年
京
都
博
覧
会
ま
で
全
て
「
森
與
五
左
衛
門
」
で
同
年
三
重
県
物
産
博
覧
会
、
翌
同
十
二
年
京
都
博
覧
会
か
ら
「
森
有
節
」
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
紀
年
銘
が
残
る
有
節
の
萬
古
焼
作
品
や
そ
の
共
箱
に
與
五
左
衛
門
が
有
節
と
自
ら
記
し
た
も
の
は
明
治
十
二
年
頃
の
も
の
か
ら
し
か
な
い
こ
と
も
符
合
し
て
い
る
。
明
治
三
年
当
時
初
代
有
節
は
「
森
與
五
左
衛
門
」、「
摘
山
堂
萬
古
」
と
名
乗
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
唯
念
は
肖
像
画
に
「
森
有
節
翁
」
と
書
い
て
残
し
て
い
る
。
ま
た
箱
書
の
「
正
覺
院
有
節
」
は
前
述
よ
り
嘉
永
三
年
に
亡
く
な
っ
た
父
与
一
郎
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
小
向
有
節
家
で
は
墓
碑
も
含
め
「
初
代
有
節
」
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
唯
念
画
の
森
有
節
翁
が
與
五
左
衛
門
で
あ
る
こ
と
は
、
他
に
初
代
有
節
が
自
ら
刻
ん
だ
自
刻
像
や
古
写
真
と
の
雰
囲
気
よ
り
間
違
い
な
い
と
思
い
た
い
（
父
子
関
係
の
た
め
非
常
に
よ
く
似
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
）
が
、
な
ぜ
正
覺
院
有
節
と
箱
書
さ
れ
た
の
か
が
謎
で
あ
る
。
箱
書
の
と
お
り
で
男
有
節
が
初
代
で
あ
っ
た
場
合
、
中
の
肖
像
画
と
の
年
紀
が
合
わ
な
い
。
ま
た
男
有
節
が
二
代
で
あ
っ
た
場
合
、
初
代
の
こ
と
を
「
正
覺
院
有
節
」
と
記
し
た
と
す
る
と
、
二
代
が
陶
祖
と
初
代
を
混
同
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
（
註
11
）。こ
の
箱
書
に
墨
書
が
あ
る
「
男
有
節
作
之
」
も
初
代
有
節
な
の
か
、
二
代
有
節
も
し
く
は
三
代
有
節
と
い
う
と
こ
ろ
も
解
明
の
鍵
と
な
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る
が
、
墓
石
の
件
と
同
様
、
こ
の
肖
像
画
の
件
は
明
確
な
答
え
は
難
し
い
。
だ
が
前
述
の
と
お
り
與
五
左
衛
門
が
、
自
ら
の
来
歴
を
語
る
際
、
全
て
「
天
保
二
年
」
を
起
点
に
し
、
父
与
一
郎
の
操
業
部
分
を
「
敢
て
」
顕
彰
し
な
か
っ
た
点
か
ら
、
父
の
法
名
さ
え
も
自
ら
の
も
の
と
混
同
さ
せ
る
仕
掛
け
を
作
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
4
．
二
代
勘
三
郎
有
節
と
そ
の
兄
弟
陶
祖
与
一
郎
有
節
と
初
代
與
五
左
衛
門
有
節
に
つ
い
て
、
現
在
の
松
本
屋
森
家
と
小
向
有
節
家
に
お
い
て
も
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
與
五
左
衛
門
の
子
供
た
ち
が
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
陶
祖
与
一
郎
が
嘉
永
三
年
に
亡
く
な
っ
た
後
、
家
督
は
与
兵
衛
千
秋
が
継
い
だ
が
、
与
兵
衛
も
兄
に
先
ん
じ
て
元
治
元
年
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
与
兵
衛
の
跡
に
は
与
市
郎
が
い
た
が
、
ま
だ
幼
か
っ
た
た
め
与
一
郎
の
有
節
の
萬
古
焼
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
分
家
の
與
五
左
衛
門
が
本
家
の
後
見
と
し
て
窯
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
與
五
左
衛
門
の
長
子
五
左
衛
門
は
分
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
與
五
左
衛
門
が
担
っ
て
い
た
桑
名
藩
御
用
達
を
申
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
資
料
「
子
十
二
月
（
元
治
元
年
）
五
左
衛
門
宛
書
状
」（
平
成
三
〇
年
度
朝
日
町
歴
史
博
物
館
企
画
展
「
再
考
！
萬
古
焼
」
図
録
所
収
）
に
よ
り
分
る
。
こ
の
時
五
左
衛
門
は
二
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
五
左
衛
門
は
こ
れ
ま
で
も
父
と
と
も
に
陶
工
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
明
治
十
四
年
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
解
説
等
に
あ
る
「
製
造
ハ
家
族
四
人
」
の
ひ
と
り
か
）
が
、
與
五
左
衛
門
の
「
有
節
」
は
三
男
勘
三
郎
が
継
い
で
い
る
た
め
、
後
の
本
に
は
弟
修
輔
と
長
幼
の
順
が
逆
に
な
っ
た
り
、
省
略
さ
れ
た
り
し
て
し
ま
っ
て
あ
ま
り
詳
し
く
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
昭
和
十
九
年
発
行
の
「
美
術
・
工
藝
」
通
巻
第
二
十
六
所
載
「
伊
勢
の
萬
古
焼
」
に
は
「
次
男
（
五
左
衛
門
の
こ
と
、
長
男
は
修
輔
と
な
っ
て
い
る
）
は
出
て
他
家
の
養
子
と
な
つ
た
が
、
そ
の
息
に
齒
科
醫
が
出
」
と
あ
り
、
五
左
衛
門
は
陶
工
を
続
け
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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次
男
修
輔
に
つ
い
て
は
、
味
噌
醤
油
醸
造
や
琺
瑯
鉄
器
製
造
の
事
業
に
失
敗
し
、
尻
拭
い
を
弟
勘
三
郎
が
し
た
話
が
よ
く
聞
か
れ
る
。
修
輔
は
晩
年
刳
り
物
師
と
し
て
も
非
凡
で
あ
っ
た
と
伝
わ
り
、
小
向
有
節
家
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
修
輔
の
遺
蹟
で
特
徴
的
な
も
の
は
小
向
有
節
家
に
伝
わ
る
「
初
代
森
有
節
自
刻
像
」
の
箱
書
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
有
節
像
七
十
一
翁
明
治
十
一
念
初
春
自
刻
覆
大
正
四
乙
卯
中
秋
七
十
四
羚
男
修
輔
作
朱
印
（
横
長
方
枠
摘
山
）」
と
あ
る
。「
有
節
像
」
を
明
治
十
一
年
に
自
刻
し
た
も
の
を
後
に
「
男
修
輔
」
が
覆
（
箱
の
こ
と
）
を
大
正
四
年
に
作
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
彫
ら
れ
た
像
は
修
輔
の
父
與
五
左
衛
門
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
明
治
四
十
四
年
に
は
弟
勘
三
郎
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、
三
代
有
節
の
時
代
で
あ
る
。
修
輔
も
「
有
節
」
は
継
が
な
か
っ
た
が
、「
摘
山
（
堂
）」
の
号
は
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
。
自
刻
像
の
箱
書
だ
け
で
な
く
四
日
市
市
立
博
物
館
所
蔵
の
色
絵
草
花
文
煎
茶
碗
箱
書
に
「
大
正
十
念
五
月
仲
旬
摘
山
堂
八
十
翁
修
輔
作
朱
印
（
横
長
長
方
枠
摘
山
）」
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
る
。
三
男
勘
三
郎
は
、
長
男
と
次
男
が
「
有
節
」
を
継
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
男
萬
古
有
節
」
と
し
て
明
治
十
五
年
與
五
左
衛
門
の
跡
を
継
い
だ
と
さ
れ
る
。
当
時
勘
三
郎
三
十
五
歳
で
あ
る
。
前
述
の
明
治
十
四
年
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
解
説
等
に
あ
る
「
製
造
ハ
家
族
四
人
」
か
ら
與
五
左
衛
門
、
勘
三
郎
の
他
に
二
人
家
族
が
関
係
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
勘
三
郎
ら
の
姉
つ
る
の
子
玄
治
郎
が
画
工
と
し
て
従
事
し
て
い
た
と
思
わ
れ
、
も
う
一
人
は
与
兵
衛
千
秋
の
子
で
本
来
本
家
を
継
ぐ
べ
き
与
市
郎
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
勘
三
郎
か
ら
見
て
玄
治
郎
と
与
市
郎
は
甥
に
あ
た
り
、
二
人
は
同
い
年
の
二
十
八
、
九
で
あ
っ
た
。
後
の
三
代
有
節
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
。
明
治
十
五
年
五
左
衛
門
四
十
五
歳
、
修
輔
四
十
一
歳
で
あ
る
が
他
家
に
養
子
、
や
き
も
の
以
外
の
事
業
に
従
事
し
て
い
て
も
有
節
窯
に
は
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
勘
三
郎
に
窯
と
「
有
節
」
の
継
承
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
与
一
郎
か
ら
の
流
れ
を
考
え
る
と
違
っ
た
仮
説
も
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
桑
名
の
「
与
市
窯
」
に
三
男
勘
三
郎
が
与
兵
衛
千
秋
の
弟
子
と
し
て
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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与
一
郎
が
亡
く
な
り
本
家
は
与
兵
衛
が
継
い
だ
。
与
兵
衛
の
兄
與
五
左
衛
門
は
天
保
二
年
に
小
向
村
で
分
家
し
、
父
与
一
郎
の
桑
名
の
「
有
節
焼
」、「
与
市
窯
」
を
支
え
て
い
た
。
嘉
永
三
年
当
時
与
兵
衛
千
秋
の
子
与
市
郎
は
生
れ
て
お
ら
ず
陶
技
を
継
承
し
て
い
く
に
は
致
命
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
兄
の
三
男
を
手
元
に
お
き
、
後
に
生
ま
れ
る
将
来
陶
工
と
し
て
の
才
能
の
有
無
が
分
ら
な
い
与
市
郎
の
成
長
ま
で
、
勘
三
郎
に
「
有
節
」
を
継
が
せ
て
お
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
実
際
与
兵
衛
は
父
の
死
後
三
年
ほ
ど
す
る
と
兄
與
五
左
衛
門
の
い
る
小
向
に
家
族
を
伴
っ
て
合
流
す
る
。
勘
三
郎
（
当
時
は
ま
だ
作
治
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
）
は
、
嘉
永
年
間
ま
で
は
與
五
左
衛
門
の
世
帯
の
中
に
名
前
が
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
は
作
治
郎
（
勘
三
郎
）
も
与
兵
衛
千
秋
一
家
と
と
も
に
（
同
時
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
）
父
與
五
左
衛
門
家
に
入
っ
た
と
い
う
証
拠
と
も
い
え
る
。
与
兵
衛
が
元
治
元
年
亡
く
な
っ
た
際
、
分
家
與
五
左
衛
門
家
は
與
五
左
衛
門
長
子
五
左
衛
門
が
継
い
だ
。
本
家
の
兄
で
あ
る
與
五
左
衛
門
が
幼
少
の
与
市
郎
、
息
子
勘
三
郎
の
後
見
と
し
て
本
家
に
入
り
有
節
家
の
窯
を
継
承
し
、
「
有
節
」
と
い
う
号
も
与
一
郎
、
与
兵
衛
と
と
も
に
使
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
使
わ
れ
て
い
っ
た
。
與
五
左
衛
門
が
明
治
十
五
年
ま
で
の
長
寿
を
全
う
し
亡
く
な
っ
た
あ
と
、
自
然
と
勘
三
郎
が
「
有
節
」
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
与
兵
衛
千
秋
と
勘
三
郎
と
の
関
係
の
わ
か
る
も
の
と
し
て
数
印
急
須
が
あ
げ
ら
れ
る
。
数
印
急
須
は
有
節
萬
古
に
見
ら
れ
る
特
徴
的
な
文
様
で
あ
る
が
、
有
節
萬
古
の
歴
代
の
中
で
箱
書
等
に
て
確
認
で
き
る
数
印
作
品
を
作
っ
た
の
は
二
代
勘
三
郎
有
節
の
も
の
が
一
点
あ
る
の
み
で
あ
る
。
他
の
や
き
も
の
と
差
別
化
で
き
る
、
有
節
萬
古
の
中
で
も
特
異
な
数
印
作
品
を
初
代
有
節
も
三
代
以
降
の
有
節
も
積
極
的
に
作
っ
て
い
な
い
。
二
代
有
節
が
造
っ
た
そ
の
作
品
に
は
「
陽
楓
軒
主
人
造
」
の
印
銘
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
勘
三
郎
は
叔
父
与
兵
衛
の
薫
陶
を
受
け
、
自
ら
の
作
品
に
与
兵
衛
か
ら
受
け
継
い
だ
号
陽
楓
軒
主
人
と
し
て
押
印
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
え
る
の
で
あ
る
。森有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
― 35 ―
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森
與
五
左
衛
門
箱
書
（
明
治
二
年
）
森
勘
三
郎
箱
書
木
型
造
練
込
数
印
急
須
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
― 37 ―
陶
祖
：
森
与
一
郎
有
節
屋
号
：
松
本
屋
法
名
：
正
覺
院
釋
有
節
法
音
居
士
初
代
：
森
與
五
左
衛
門
有
節
堂
号
：
摘
山
堂
法
名
：
摘
山
院
釋
萬
古
無
涯
居
士
千
秋
：
森
與
兵
衛
門
千
秋
軒
号
：
陽
楓
軒
（
松
本
屋
）
法
名
：
陽
楓
軒
千
秋
常
和
居
士
二
代
：
森
勘
三
郎
有
節
堂
号
：
摘
山
堂
（
陽
楓
軒
）
法
名
：
深
諦
院
釋
善
念
為
親
居
士
与
市
郎
（
屋
号
：
松
本
屋
）
三
代
森
俊
男
有
節
釋
深
廣
妙
涯
信
女
女
子
＊
桑
名
小
河
家
に
貸
す
修
輔
（
堂
号
：
摘
山
堂
）
女
子
女
房
女
房
女
房
女
子
女
子
与
治
郎
教
治
郎
徳
治
郎
庄
五
郎
つ
る
栄
太
郎
（
玄
治
郎
）
五
左
衛
門
女
房
与
四
郎
与
八
与
八
と
与
四
郎
は
與
五
左
衛
門
ら
と
は
異
母
兄
弟
凡
例
１
丹
修
博
物
記
及
び
小
向
村
庄
屋
伊
藤
家
文
書
よ
り
作
成
２
法
名
は
墓
誌
に
よ
る
３
（
）
内
は
著
者
推
定
家
系
図
― 38 ―
小
向
村
庄
屋
伊
藤
家
文
書
に
よ
る
小
向
有
節
家
の
世
帯
状
況
ま
と
め
元
号
天
保
12
弘
化
4
弘
化
5
嘉
永
2
嘉
永
7
安
政
2
安
政
4
安
政
5
安
政
6
安
政
7
萬
延
2
文
久
2
慶
應
2
慶
應
3
凡
例
〇
付
数
字
は
文
書
の
記
載
順
。
記
載
順
よ
り
当
時
の
家
族
間
の
順
位
が
分
る
。
〇
付
数
字
の
後
に
は
家
主
と
の
続
柄
、
年
齢
と
続
く
。
西
暦
１
８
４
１
１
８
４
７
１
８
４
８
１
８
４
９
１
８
５
４
１
８
５
５
１
８
５
７
１
８
５
８
１
８
５
９
１
８
６
０
１
８
６
１
１
８
６
２
１
８
６
６
１
８
６
６
男
1
2
3
3
4
6
7
7
7
7
8
9
9
9
女
2
2
2
2
2
3
4
4
4
4
4
5
8
8
世
帯
合
計
人
数
3
4
5
5
6
9
11
11
11
11
12
14
17
17
與
五
左
衛
門
①
家
主
34
歳
①
家
主
38
歳
①
家
主
39
歳
①
家
主
40
歳
①
家
主
44
歳
①
家
主
45
歳
①
家
主
47
歳
①
家
主
48
歳
①
家
主
49
歳
①
家
主
50
歳
①
家
主
51
歳
①
家
主
52
歳
①
家
主
56
歳
①
家
主
57
歳
天
保
12
年
ま
で
は
当
年
、
弘
化
年
間
は
2
歳
、
安
政
よ
り
は
3
歳
若
い
。
（
與
五
左
衛
門
）
女
房
②
22
歳
②
26
歳
②
27
歳
②
28
歳
②
32
歳
②
33
歳
②
35
歳
②
36
歳
②
37
歳
②
38
歳
②
39
歳
②
40
歳
②
44
歳
②
45
歳
与
五
左
衛
門
と
一
貫
し
て
12
歳
差
（
干
支
が
同
じ
で
あ
ろ
う
）
つ
る
③
女
子
7
歳
④
女
子
つ
る
12
歳
⑤
女
子
13
歳
⑤
女
子
14
歳
⑥
女
子
18
歳
別
2
①
19
歳
⑥
女
子
19
歳
貼
紙
訂
正
⑦
？
21
歳
⑦
五
左
衛
門
姉
21
歳
⑦
五
左
衛
門
姉
22
歳
⑧
五
左
衛
門
姉
23
歳
⑧「
虫
損
」
24
歳
⑧
女
子
25
歳
⑨
女
子
29
歳
⑪
女
子
30
歳
与
五
左
衛
門
27
歳
の
こ
ろ
出
生
と
推
測
。
嘉
永
2
～
7
の
間
に
庄
五
郎
と
婚
姻
し
栄
太
郎
（
後
の
玄
治
郎
）
を
儲
け
る
も
夫
と
死
別
、
与
五
左
衛
門
家
に
残
る
。
五
左
衛
門
別
①
5
歳
③
男
子
11
歳
③
男
子
12
歳
③
男
子
13
歳
③
男
子
17
歳
③
男
子
18
歳
③
男
子
20
歳
③
男
子
21
歳
③
男
子
22
歳
③
男
子
23
歳
③
男
子
24
歳
③
男
子
25
歳
③
男
子
29
歳
③
？
30
歳
与
五
左
衛
門
36
歳
の
こ
ろ
出
生
（
干
支
が
一
緒
か
）。
造
酒
三
郎
、
後
美
紀
蔵
と
名
乗
る
。
与
五
左
衛
門
の
後
継
ぎ
と
し
て
藩
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
た
。
修
輔
別
②
2
歳
④
次
男
7
歳
④
次
男
8
歳
④
〃
12
歳
④
〃
13
歳
④
15
歳
⑤
〃
16
歳
⑤
次
男
17
歳
⑥
次
男
18
歳
⑥
次
男
19
歳
⑥
次
男
20
歳
⑥
二
男
24
歳
⑦
次
男
25
歳
次
男
で
兄
と
5
歳
差
。
徳
治
郎
と
名
乗
る
。
弘
化
4
に
記
載
が
な
い
が
天
保
12
徳
次
郎
と
同
一
：
嘉
永
4
年
ま
で
に
修
輔
に
改
名
、
実
際
伝
わ
っ
て
い
る
年
齢
と
2
歳
若
い
表
記
。
作
治
郎
【
勘
三
郎
】
⑤
〃
8
歳
⑤
〃
9
歳
⑤
〃
11
歳
⑥
〃
12
歳
⑥
三
男
13
歳
⑦
三
男
14
歳
⑦
三
男
15
歳
⑦
三
男
16
歳
⑧
三
男
20
歳
⑩
三
男
21
歳
三
男
で
長
男
と
9
歳
差
。
勘
三
郎
へ
の
改
名
・
婚
姻
は
明
治
5
年
以
降
。
後
の
二
代
有
節
。
庄
五
郎
（
つ
る
夫
）
別
1
〃
26
歳
貼
紙
訂
正
⑥
27
歳
つ
る
の
夫
。
27
歳
で
病
死
し
た
よ
う
だ
。
栄
太
郎
別
2
②
庄
五
郎
男
子
2
歳
貼
紙
訂
正
⑧
つ
る
男
子
4
歳
⑧
男
子
4
歳
⑧
つ
る
男
子
5
歳
⑨
つ
る
男
子
6
歳
⑨
つ
る
男
子
7
歳
⑨
つ
る
男
子
8
歳
⑩
つ
る
男
子
12
歳
⑫
つ
る
男
子
13
歳
つ
る
の
長
男
。
父
庄
五
郎
は
早
く
に
死
ぬ
。
安
政
2
に
記
載
な
し
。
後
の
玄
治
郎
（
改
名
時
期
は
明
治
5
以
降
）。
与
市
別
2
③
与
五
左
衛
門
弟
厄
介
41
歳
⑦
与
五
左
衛
門
弟
41
歳
⑨
与
五
左
衛
門
弟
厄
介
42
歳
⑨
与
五
左
衛
門
弟
厄
介
42
歳
⑨
与
五
左
衛
門
弟
43
歳
⑩
与
五
左
衛
門
弟
44
歳
⑩
弟
45
歳
⑩
弟
46
歳
嘉
永
7
年
に
同
居
始
め
た
か
。
一
貫
し
て
与
市
を
名
乗
っ
て
い
る
。
没
年
と
い
わ
れ
る
元
治
元
（
１
８
６
４
）
以
降
記
載
な
し
。
（
与
市
)女
房
別
2
④
2
？
歳
⑧
27
歳
⑩
29
歳
⑩
30
歳
⑩
31
歳
⑪
32
歳
⑪
33
歳
⑪
34
歳
⑬
厄
介
38
歳
⑰
？
39
歳
千
秋
の
妻
で
一
貫
し
て
千
秋
と
12
歳
差
（
干
支
が
同
じ
で
あ
ろ
う
）。
夫
と
と
も
に
移
住
。
夫
与
市
の
死
後
肩
書
が
後
家
、
与
市
郎
母
と
変
わ
る
。
与
市
郎
別
2
⑤
与
市
男
子
3
歳
⑨
男
子
3
歳
⑪
与
市
男
子
4
歳
⑪
男
子
5
歳
⑪
与
市
男
子
6
歳
⑫
与
市
男
子
7
歳
⑫
与
市
男
子
8
歳
⑫
与
市
男
子
9
歳
貼
紙
訂
正
⑭
与
平
男
子
13
歳
⑮
厄
介
14
歳
生
れ
て
か
ら
千
秋
と
と
も
に
移
住
。
初
名
｢栄
太
郎
｣、
慶
應
3
年
与
市
郎
に
な
る
。
明
治
5
に
は
別
家
し
て
い
て
家
主
と
な
る
。
（
五
左
衛
門
）
女
房
別
（
③
と
④
の
間
）
17
歳
④
17
歳
④
18
歳
④
19
歳
④
20
歳
④
21
歳
④
25
歳
④
26
歳
安
政
4
年
に
五
左
衛
門
と
結
婚
。
与
治
郎
④
の
後
ろ
貼
紙
五
左
衛
門
男
子
2
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
2
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
3
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
7
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
8
歳
与
五
左
衛
門
の
孫
で
長
男
五
左
衛
門
の
長
男
。
徳
治
郎
（
つ
る
の
子
）
⑨
と
⑩
の
間
に
加
筆
で
〃
⑪
〃
4
歳
⑬
同
5
歳
つ
る
の
次
男
。
栄
太
郎
の
異
父
兄
弟
か
。
（
与
平
女
子
）
⑫
の
後
ろ
に
加
筆
同
女
子
２
歳
⑮
与
平
女
子
5
歳
⑯
与
市
郎
妹
6
歳
千
秋
の
娘
。
（
修
輔
)女
房
⑦
18
歳
⑧
19
歳
修
輔
と
結
婚
し
た
年
は
不
明
。
（
修
輔
女
子
）
⑦
と
⑧
の
間
に
貼
紙
女
子
2
歳
⑨
修
輔
女
子
2
歳
修
輔
の
娘
。
教
治
郎
（
つ
る
の
子
）
⑫
〃
3
歳
⑭
同
4
歳
つ
る
の
三
男
。
栄
太
郎
と
異
父
兄
弟
か
。
（
五
左
衛
門
女
子
）
別
①
女
子
2
歳
⑥
同
女
子
2
歳
五
左
衛
門
の
長
女
。
備
考
天
保
12
別
紙
に
造
酒
三
郎
と
徳
次
郎
の
記
載
あ
り
弘
化
4
造
酒
三
郎
が
弘
化
4
年
ま
で
に
美
紀
蔵
と
な
る
嘉
永
7
別
紙
に
与
市
家
族
が
載
っ
て
い
る
（
男
8
人
女
3
人
総
員
11
人
）
／
美
紀
蔵
が
嘉
永
7
年
ま
で
に
五
左
衛
門
に
な
る
／
つ
る
が
別
紙
が
あ
り
庄
五
郎
妻
と
だ
ぶ
っ
て
い
る
安
政
2
与
五
左
衛
門
弟
唯
一
「
与
平
」
と
名
乗
る
安
政
4
総
員
男
1
人
減
女
1
人
増
で
貼
紙
訂
正
／
五
左
衛
門
女
房
貼
紙
に
て
追
加
／
つ
る
夫
は
27
歳
病
死
／
つ
る
は
女
房
20
歳
を
訂
正
／
栄
太
郎
肩
書
庄
五
郎
男
子
を
訂
正
／
徳
治
郎
が
修
輔
と
改
名
す
る
安
政
7
総
員
11
人
か
ら
12
人
に
訂
正
し
て
い
る
が
男
女
は
修
正
し
て
い
な
い
文
久
2
総
員
12
人
か
ら
14
人
に
訂
正
し
て
い
る
慶
應
2
与
市
女
房
が
与
市
後
家
に
記
載
変
更
／
妙
次
郎
か
ら
与
市
郎
に
改
名
し
た
た
め
貼
紙
に
て
修
正
さ
れ
る
。
五
左
衛
門
女
子
の
位
置
が
不
明
註
１
〇
付
数
字
の
前
に
「
別
」
と
あ
る
の
は
途
中
転
入
や
出
生
で
別
紙
が
入
っ
て
い
る
も
の
。
別
１
、
別
２
と
あ
る
場
合
は
別
紙
が
二
つ
あ
る
註
２
「
貼
」
は
訂
正
等
の
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
。
註
３
世
帯
員
の
名
前
は
小
向
村
庄
屋
伊
藤
家
文
書
に
あ
る
通
り
と
し
た
た
め
本
論
の
記
載
と
若
干
違
い
が
あ
る
。
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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元
号
天
保
12
弘
化
4
弘
化
5
嘉
永
2
嘉
永
7
安
政
2
安
政
4
安
政
5
安
政
6
安
政
7
萬
延
2
文
久
2
慶
應
2
慶
應
3
凡
例
〇
付
数
字
は
文
書
の
記
載
順
。
記
載
順
よ
り
当
時
の
家
族
間
の
順
位
が
分
る
。
〇
付
数
字
の
後
に
は
家
主
と
の
続
柄
、
年
齢
と
続
く
。
西
暦
１
８
４
１
１
８
４
７
１
８
４
８
１
８
４
９
１
８
５
４
１
８
５
５
１
８
５
７
１
８
５
８
１
８
５
９
１
８
６
０
１
８
６
１
１
８
６
２
１
８
６
６
１
８
６
６
男
1
2
3
3
4
6
7
7
7
7
8
9
9
9
女
2
2
2
2
2
3
4
4
4
4
4
5
8
8
世
帯
合
計
人
数
3
4
5
5
6
9
11
11
11
11
12
14
17
17
與
五
左
衛
門
①
家
主
34
歳
①
家
主
38
歳
①
家
主
39
歳
①
家
主
40
歳
①
家
主
44
歳
①
家
主
45
歳
①
家
主
47
歳
①
家
主
48
歳
①
家
主
49
歳
①
家
主
50
歳
①
家
主
51
歳
①
家
主
52
歳
①
家
主
56
歳
①
家
主
57
歳
天
保
12
年
ま
で
は
当
年
、
弘
化
年
間
は
2
歳
、
安
政
よ
り
は
3
歳
若
い
。
（
與
五
左
衛
門
）
女
房
②
22
歳
②
26
歳
②
27
歳
②
28
歳
②
32
歳
②
33
歳
②
35
歳
②
36
歳
②
37
歳
②
38
歳
②
39
歳
②
40
歳
②
44
歳
②
45
歳
与
五
左
衛
門
と
一
貫
し
て
12
歳
差
（
干
支
が
同
じ
で
あ
ろ
う
）
つ
る
③
女
子
7
歳
④
女
子
つ
る
12
歳
⑤
女
子
13
歳
⑤
女
子
14
歳
⑥
女
子
18
歳
別
2
①
19
歳
⑥
女
子
19
歳
貼
紙
訂
正
⑦
？
21
歳
⑦
五
左
衛
門
姉
21
歳
⑦
五
左
衛
門
姉
22
歳
⑧
五
左
衛
門
姉
23
歳
⑧「
虫
損
」
24
歳
⑧
女
子
25
歳
⑨
女
子
29
歳
⑪
女
子
30
歳
与
五
左
衛
門
27
歳
の
こ
ろ
出
生
と
推
測
。
嘉
永
2
～
7
の
間
に
庄
五
郎
と
婚
姻
し
栄
太
郎
（
後
の
玄
治
郎
）
を
儲
け
る
も
夫
と
死
別
、
与
五
左
衛
門
家
に
残
る
。
五
左
衛
門
別
①
5
歳
③
男
子
11
歳
③
男
子
12
歳
③
男
子
13
歳
③
男
子
17
歳
③
男
子
18
歳
③
男
子
20
歳
③
男
子
21
歳
③
男
子
22
歳
③
男
子
23
歳
③
男
子
24
歳
③
男
子
25
歳
③
男
子
29
歳
③
？
30
歳
与
五
左
衛
門
36
歳
の
こ
ろ
出
生
（
干
支
が
一
緒
か
）。
造
酒
三
郎
、
後
美
紀
蔵
と
名
乗
る
。
与
五
左
衛
門
の
後
継
ぎ
と
し
て
藩
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
た
。
修
輔
別
②
2
歳
④
次
男
7
歳
④
次
男
8
歳
④
〃
12
歳
④
〃
13
歳
④
15
歳
⑤
〃
16
歳
⑤
次
男
17
歳
⑥
次
男
18
歳
⑥
次
男
19
歳
⑥
次
男
20
歳
⑥
二
男
24
歳
⑦
次
男
25
歳
次
男
で
兄
と
5
歳
差
。
徳
治
郎
と
名
乗
る
。
弘
化
4
に
記
載
が
な
い
が
天
保
12
徳
次
郎
と
同
一
：
嘉
永
4
年
ま
で
に
修
輔
に
改
名
、
実
際
伝
わ
っ
て
い
る
年
齢
と
2
歳
若
い
表
記
。
作
治
郎
【
勘
三
郎
】
⑤
〃
8
歳
⑤
〃
9
歳
⑤
〃
11
歳
⑥
〃
12
歳
⑥
三
男
13
歳
⑦
三
男
14
歳
⑦
三
男
15
歳
⑦
三
男
16
歳
⑧
三
男
20
歳
⑩
三
男
21
歳
三
男
で
長
男
と
9
歳
差
。
勘
三
郎
へ
の
改
名
・
婚
姻
は
明
治
5
年
以
降
。
後
の
二
代
有
節
。
庄
五
郎
（
つ
る
夫
）
別
1
〃
26
歳
貼
紙
訂
正
⑥
27
歳
つ
る
の
夫
。
27
歳
で
病
死
し
た
よ
う
だ
。
栄
太
郎
別
2
②
庄
五
郎
男
子
2
歳
貼
紙
訂
正
⑧
つ
る
男
子
4
歳
⑧
男
子
4
歳
⑧
つ
る
男
子
5
歳
⑨
つ
る
男
子
6
歳
⑨
つ
る
男
子
7
歳
⑨
つ
る
男
子
8
歳
⑩
つ
る
男
子
12
歳
⑫
つ
る
男
子
13
歳
つ
る
の
長
男
。
父
庄
五
郎
は
早
く
に
死
ぬ
。
安
政
2
に
記
載
な
し
。
後
の
玄
治
郎
（
改
名
時
期
は
明
治
5
以
降
）。
与
市
別
2
③
与
五
左
衛
門
弟
厄
介
41
歳
⑦
与
五
左
衛
門
弟
41
歳
⑨
与
五
左
衛
門
弟
厄
介
42
歳
⑨
与
五
左
衛
門
弟
厄
介
42
歳
⑨
与
五
左
衛
門
弟
43
歳
⑩
与
五
左
衛
門
弟
44
歳
⑩
弟
45
歳
⑩
弟
46
歳
嘉
永
7
年
に
同
居
始
め
た
か
。
一
貫
し
て
与
市
を
名
乗
っ
て
い
る
。
没
年
と
い
わ
れ
る
元
治
元
（
１
８
６
４
）
以
降
記
載
な
し
。
（
与
市
)女
房
別
2
④
2
？
歳
⑧
27
歳
⑩
29
歳
⑩
30
歳
⑩
31
歳
⑪
32
歳
⑪
33
歳
⑪
34
歳
⑬
厄
介
38
歳
⑰
？
39
歳
千
秋
の
妻
で
一
貫
し
て
千
秋
と
12
歳
差
（
干
支
が
同
じ
で
あ
ろ
う
）。
夫
と
と
も
に
移
住
。
夫
与
市
の
死
後
肩
書
が
後
家
、
与
市
郎
母
と
変
わ
る
。
与
市
郎
別
2
⑤
与
市
男
子
3
歳
⑨
男
子
3
歳
⑪
与
市
男
子
4
歳
⑪
男
子
5
歳
⑪
与
市
男
子
6
歳
⑫
与
市
男
子
7
歳
⑫
与
市
男
子
8
歳
⑫
与
市
男
子
9
歳
貼
紙
訂
正
⑭
与
平
男
子
13
歳
⑮
厄
介
14
歳
生
れ
て
か
ら
千
秋
と
と
も
に
移
住
。
初
名
｢栄
太
郎
｣、
慶
應
3
年
与
市
郎
に
な
る
。
明
治
5
に
は
別
家
し
て
い
て
家
主
と
な
る
。
（
五
左
衛
門
）
女
房
別
（
③
と
④
の
間
）
17
歳
④
17
歳
④
18
歳
④
19
歳
④
20
歳
④
21
歳
④
25
歳
④
26
歳
安
政
4
年
に
五
左
衛
門
と
結
婚
。
与
治
郎
④
の
後
ろ
貼
紙
五
左
衛
門
男
子
2
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
2
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
3
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
7
歳
⑤
五
左
衛
門
男
子
8
歳
与
五
左
衛
門
の
孫
で
長
男
五
左
衛
門
の
長
男
。
徳
治
郎
（
つ
る
の
子
）
⑨
と
⑩
の
間
に
加
筆
で
〃
⑪
〃
4
歳
⑬
同
5
歳
つ
る
の
次
男
。
栄
太
郎
の
異
父
兄
弟
か
。
（
与
平
女
子
）
⑫
の
後
ろ
に
加
筆
同
女
子
２
歳
⑮
与
平
女
子
5
歳
⑯
与
市
郎
妹
6
歳
千
秋
の
娘
。
（
修
輔
)女
房
⑦
18
歳
⑧
19
歳
修
輔
と
結
婚
し
た
年
は
不
明
。
（
修
輔
女
子
）
⑦
と
⑧
の
間
に
貼
紙
女
子
2
歳
⑨
修
輔
女
子
2
歳
修
輔
の
娘
。
教
治
郎
（
つ
る
の
子
）
⑫
〃
3
歳
⑭
同
4
歳
つ
る
の
三
男
。
栄
太
郎
と
異
父
兄
弟
か
。
（
五
左
衛
門
女
子
）
別
①
女
子
2
歳
⑥
同
女
子
2
歳
五
左
衛
門
の
長
女
。
備
考
天
保
12
別
紙
に
造
酒
三
郎
と
徳
次
郎
の
記
載
あ
り
弘
化
4
造
酒
三
郎
が
弘
化
4
年
ま
で
に
美
紀
蔵
と
な
る
嘉
永
7
別
紙
に
与
市
家
族
が
載
っ
て
い
る
（
男
8
人
女
3
人
総
員
11
人
）
／
美
紀
蔵
が
嘉
永
7
年
ま
で
に
五
左
衛
門
に
な
る
／
つ
る
が
別
紙
が
あ
り
庄
五
郎
妻
と
だ
ぶ
っ
て
い
る
安
政
2
与
五
左
衛
門
弟
唯
一
「
与
平
」
と
名
乗
る
安
政
4
総
員
男
1
人
減
女
1
人
増
で
貼
紙
訂
正
／
五
左
衛
門
女
房
貼
紙
に
て
追
加
／
つ
る
夫
は
27
歳
病
死
／
つ
る
は
女
房
20
歳
を
訂
正
／
栄
太
郎
肩
書
庄
五
郎
男
子
を
訂
正
／
徳
治
郎
が
修
輔
と
改
名
す
る
安
政
7
総
員
11
人
か
ら
12
人
に
訂
正
し
て
い
る
が
男
女
は
修
正
し
て
い
な
い
文
久
2
総
員
12
人
か
ら
14
人
に
訂
正
し
て
い
る
慶
應
2
与
市
女
房
が
与
市
後
家
に
記
載
変
更
／
妙
次
郎
か
ら
与
市
郎
に
改
名
し
た
た
め
貼
紙
に
て
修
正
さ
れ
る
。
五
左
衛
門
女
子
の
位
置
が
不
明
註
１
〇
付
数
字
の
前
に
「
別
」
と
あ
る
の
は
途
中
転
入
や
出
生
で
別
紙
が
入
っ
て
い
る
も
の
。
別
１
、
別
２
と
あ
る
場
合
は
別
紙
が
二
つ
あ
る
註
２
「
貼
」
は
訂
正
等
の
紙
が
貼
ら
れ
て
い
る
も
の
。
註
３
世
帯
員
の
名
前
は
小
向
村
庄
屋
伊
藤
家
文
書
に
あ
る
通
り
と
し
た
た
め
本
論
の
記
載
と
若
干
違
い
が
あ
る
。
む
す
び
与
一
郎
、
與
五
左
衛
門
、
与
兵
衛
、
勘
三
郎
の
四
人
の
関
係
性
や
役
割
に
つ
い
て
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
文
書
等
は
な
い
。
一
方
作
品
に
よ
る
造
形
や
作
成
時
に
お
け
る
く
せ
等
に
よ
る
分
別
は
少
な
か
ら
ず
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
（
井
上
喜
久
男
氏
は
小
向
有
節
家
に
伝
わ
っ
た
絵
付
手
本
が
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
と
の
考
え
）。
有
節
萬
古
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
宣
伝
広
報
に
優
れ
て
い
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
薄
作
り
の
急
須
に
つ
い
て
「
家
内
工
業
で
門
外
不
出
の
よ
う
に
取
り
扱
っ
た
」
と
か
「
売
り
た
て
の
際
籠
に
乗
っ
て
注
文
主
に
届
け
に
行
っ
た
」
と
か
作
品
の
芸
術
性
の
高
さ
や
新
発
明
だ
け
で
な
く
、
売
る
た
め
の
効
果
を
十
分
計
算
し
て
商
売
を
し
て
い
た
節
が
窺
え
る
。
「
萬
古
不
易
」
印
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
古
萬
古
で
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
印
を
宣
伝
で
利
用
し
た
の
は
有
節
萬
古
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
（
萬
古
焼
の
名
前
は
「
何
時
の
世
ま
で
も
栄
え
る
優
れ
た
焼
き
物
と
い
う
意
味
」「
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
も
の
」
か
ら
「
萬
古
不
易
」
と
な
っ
て
萬
古
焼
に
な
っ
た
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）。
ま
た
兄
與
五
左
衛
門
は
「
有
節
萬
古
」、
弟
「
与
平
」
で
あ
る
千
秋
は
、「
不
易
萬
古
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
窯
元
を
継
い
だ
弟
与
兵
衛
も
な
く
な
り
、
父
与
一
郎
及
び
弟
与
兵
衛
の
功
績
を
全
て
引
き
継
ぎ
、
細
工
木
型
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で
素
晴
ら
し
い
美
術
工
芸
品
を
体
現
し
、
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
有
節
萬
古
」
を
操
業
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
森
有
節
」
一
人
に
作
品
や
伝
承
を
一
本
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
だ
し
当
時
の
資
料
の
中
に
運
よ
く
「
有
節
」
が
明
治
十
年
頃
既
に
二
代
目
で
あ
る
と
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
明
治
十
年
石
田
為
武
録
ド
ク
ト
ル
ド
レ
ッ
セ
ル
同
行
報
告
書
に
「
森
氏
ナ
ル
モ
ノ
ハ
小
向
村
ニ
於
テ
一
旦
廃
絶
シ
タ
ル
萬
古
焼
ヲ
中
興
シ
営
業
己
ニ
二
世
ニ
伝
フ
ル
ヲ
以
テ
」
と
あ
る
。
ま
た
與
五
左
衛
門
が
築
い
た
、
祖
父
与
一
郎
、
叔
父
与
兵
衛
か
ら
連
な
る
「
有
節
」
の
名
誉
を
森
勘
三
郎
が
一
心
に
受
け
継
ぎ
、
明
治
― 40 ―
の
終
わ
り
ま
で
名
を
辱
め
な
い
よ
う
奮
闘
し
、
有
節
萬
古
は
日
本
の
や
き
も
の
の
歴
史
の
中
に
大
き
な
金
字
塔
を
立
て
た
と
い
え
る
。
二
代
の
時
代
に
与
兵
衛
千
秋
の
子
与
市
郎
は
目
を
患
い
陶
工
と
し
て
の
道
を
勘
三
郎
の
子
に
譲
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
勘
三
郎
の
子
俊
男
が
勘
三
郎
の
死
後
明
治
四
十
五
年
建
立
の
墓
碑
に
「
三
世
有
節
」
を
名
乗
る
。
三
代
有
節
は
明
治
十
八
年
生
れ
で
明
治
四
十
四
年
勘
三
郎
死
去
の
際
は
二
十
七
歳
で
あ
る
。
盲
齋
や
修
輔
ら
は
存
命
で
あ
り
、
彼
ら
の
後
押
し
に
よ
っ
て
俊
男
は
窯
と
「
有
節
」
を
継
承
し
、
與
五
左
衛
門
を
初
代
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
後
も
「
有
節
」
は
歴
代
が
創
作
し
た
膨
大
な
作
品
と
と
も
に
生
き
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。
註
（
1
）
萬
古
焼
は
江
戸
時
代
中
期
元
文
年
間
（
一
七
三
六
－
四
〇
）
に
桑
名
の
豪
商
沼
波
五
左
衛
門
弄
山
に
よ
り
朝
明
郡
小
向
村
に
て
始
め
ら
れ
た
や
き
も
の
で
あ
る
。
弄
山
は
趣
味
で
始
め
た
が
、
そ
の
作
品
は
当
時
盛
ん
に
も
て
は
や
さ
れ
、
将
軍
家
の
御
膝
元
江
戸
に
て
も
有
名
と
な
っ
た
。
天
明
期
に
は
将
軍
の
台
覧
に
も
供
し
、
萬
古
焼
は
江
戸
の
や
き
も
の
と
し
て
も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。「
萬
古
」
の
由
来
は
弄
山
の
陶
工
名
「
萬
古
」
を
器
に
押
印
し
た
こ
と
か
ら
萬
古
焼
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
は
拙
稿
「『
萬
古
』
の
称
と
印
銘
に
つ
い
て
」
三
重
県
史
研
究
第
二
三
号
に
詳
説
し
て
い
る
の
で
省
略
）。
近
年
流
布
し
て
い
る
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
「
萬
古
不
易
」
よ
り
萬
古
焼
と
い
う
命
名
を
し
た
と
い
う
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
萬
古
焼
の
こ
と
を
「
万
古
焼
」
と
記
述
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
「
萬
古
焼
」
は
や
き
も
の
固
有
の
名
称
で
あ
り
、
現
在
伝
統
工
芸
と
し
て
「
四
日
市
萬
古
焼
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
正
し
く
「
萬
古
」
と
表
記
す
べ
き
と
考
え
る
。
特
に
「
古
万
古
に
『
万
古
』
の
印
を
捺
し
た
」
と
い
う
表
記
は
根
本
的
に
そ
う
い
っ
た
事
象
は
な
く
全
く
事
実
に
反
す
る
。
萬
古
焼
は
弄
山
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
弄
山
妻
の
八
百
と
手
代
の
安
達
新
兵
衛
が
江
戸
に
て
操
業
を
続
け
た
が
、
八
百
が
寛
政
十
二
（
一
八
〇
〇
）
年
に
亡
く
な
る
と
弄
山
の
子
供
た
ち
は
陶
業
を
継
が
ず
廃
業
と
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
江
戸
中
期
に
作
ら
れ
た
萬
古
焼
を
古
い
萬
古
焼
と
し
て
「
古
萬
古
」
と
呼
ん
で
い
る
。
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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（
2
）
與
五
左
衛
門
の
父
与
一
郎
に
つ
い
て
は
与
市
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
丹
修
博
物
記
に
あ
る
孫
で
あ
る
二
代
勘
三
郎
が
「
松
本
屋
森
与
一
郎
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
本
文
で
は
「
与
一
郎
」
と
表
記
す
る
。
た
だ
し
聞
書
き
の
中
で
「
與
」
を
略
字
、「
市
」
を
「
一
」
と
予
測
し
て
与
一
郎
と
な
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
「
與
市
郎
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
ま
た
松
本
屋
と
い
う
屋
号
に
つ
い
て
は
呉
服
商
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
松
本
屋
森
家
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
（
3
）
た
だ
朝
日
町
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
小
向
神
社
所
蔵
の
木
製
彩
色
狛
犬
一
対
に
は
、
文
化
十
三
年
作
成
で
あ
る
と
の
「
有
節
」
墨
書
が
あ
り
、
與
五
左
衛
門
で
あ
れ
ば
当
年
九
歳
で
作
成
し
た
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
與
五
左
衛
門
以
外
の
「
有
節
」
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
指
摘
は
さ
れ
て
い
た
（
平
成
二
十
年
朝
日
町
歴
史
博
物
館
紀
要
第
二
号
「
小
向
神
社
所
蔵
狛
犬
像
に
つ
い
て
」
浅
川
光
弘
氏
）。
（
4
）
森
有
節
家
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
木
型
及
び
土
型
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
よ
り
平
成
二
十
三
年
に
か
け
て
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
交
付
金
に
よ
り
細
工
木
型
や
土
型
の
実
測
図
作
成
や
写
真
撮
影
が
な
さ
れ
、
平
成
二
十
八
年
よ
り
朝
日
町
歴
史
博
物
館
紀
要
に
よ
り
公
開
さ
れ
て
い
る
。
（
5
）
取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
で
あ
る
「
森
有
節
」
家
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
実
名
や
家
族
関
係
等
は
本
来
非
常
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
と
し
て
法
的
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
故
森
信
雄
氏
等
森
家
の
方
々
に
直
接
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
事
項
や
、
幕
末
の
宗
門
人
別
帳
等
の
取
扱
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
資
料
名
や
故
人
以
外
の
方
か
ら
の
お
話
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
な
い
部
分
が
あ
る
。
（
6
）
有
節
萬
古
は
森
與
五
左
衛
門
が
再
興
し
た
萬
古
焼
と
し
て
現
在
認
識
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
與
五
左
衛
門
の
父
与
一
郎
が
文
政
年
間
に
桑
名
に
て
與
五
左
衛
門
に
先
ん
じ
て
新
萬
古
「
有
節
焼
」
を
創
業
し
（
別
稿
「
幕
末
明
治
期
の
桑
名
の
萬
古
陶
工
」
桑
名
市
博
物
館
紀
要
参
照
）、
新
萬
古
「
有
節
焼
」
の
創
業
部
分
と
功
績
が
天
保
期
に
始
ま
っ
た
與
五
左
衛
門
の
「
有
節
萬
古
」
に
吸
収
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
（
7
）
與
五
左
衛
門
は
分
家
し
て
桑
名
か
ら
小
向
に
移
っ
た
。
理
由
は
不
明
。
父
と
の
関
係
は
悪
く
は
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
細
工
木
型
や
土
型
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
（
8
）
同
氏
「
神
宮
徴
古
館
所
蔵
萬
古
焼
に
つ
い
て
」『
瑞
垣
』
第
二
四
一
号
に
一
部
詳
し
く
記
載
。
（
9
）
岡
村
「
有
節
萬
古
印
考
証
」（
平
成
三
十
一
年
三
月
朝
日
町
史
萬
古
部
会
資
料
）
参
照
。
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（
10
）
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
約
十
年
間
、
兄
と
弟
は
一
緒
に
作
陶
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
元
治
元
年
当
時
與
五
左
衛
門
の
子
供
た
ち
の
世
代
で
稼
働
年
齢
の
十
六
歳
以
上
の
者
は
、
い
ず
れ
も
推
定
で
あ
る
が
長
女
つ
る
二
十
九
歳
、
長
男
五
左
衛
門
二
十
七
歳
、
二
男
修
輔
二
十
二
歳
、
三
男
作
治
郎
十
八
歳
（
後
の
勘
三
郎
で
二
代
有
節
）
ら
で
あ
る
。
（
11
）
井
上
喜
久
男
氏
は
二
代
の
箱
書
に
「
家
厳
製
」、「
男
有
節
」
と
極
め
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
陶
祖
製
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
参
考
文
献
等
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
博
覧
会
関
係
）
／
明
治
期
県
庁
文
書
（
博
覧
会
関
係
）
／
小
向
村
庄
屋
文
書
（
朝
日
町
歴
史
博
物
館
蔵
）
／
丹
修
博
物
記
／
観
古
図
説
／
ド
ク
ト
ル
ド
レ
ッ
セ
ル
同
行
報
告
書
／
陶
器
講
座
五
巻
「
萬
古
焼
」
／
美
術
・
工
藝
通
巻
第
二
十
六
号
所
載
「
伊
勢
の
萬
古
焼
」
／
萬
古
焼
陶
器
由
来
森
有
節
小
傳
／
桑
名
市
史
（
本
編
・
補
編
）
／
萬
古
陶
芸
の
歴
史
と
技
法
／
列
伝
三
重
県
陶
芸
先
覚
志
／
朝
日
町
歴
史
博
物
館
紀
要
／
平
成
十
七
年
度
朝
日
町
歴
史
博
物
館
特
別
展
「
よ
み
が
え
る
萬
古
不
易
―
有
節
の
桜
色
と
萬
古
窯
―
」
図
録
／
平
成
三
〇
年
度
朝
日
町
歴
史
博
物
館
企
画
展
「
再
考
！
萬
古
焼
」
図
録
／
謝
辞
本
論
を
執
筆
す
る
に
あ
た
り
松
本
屋
森
家
の
方
、
小
向
有
節
家
の
方
、
輪
崇
寺
住
持
等
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
ま
し
た
。
ま
た
朝
日
町
所
蔵
の
萬
古
関
係
の
資
料
拝
観
に
お
骨
折
り
い
た
だ
い
た
朝
日
町
史
編
さ
ん
の
関
係
者
、
特
に
井
上
喜
久
男
氏
、
斉
藤
理
氏
、
竹
内
弘
光
氏
に
は
新
知
見
を
発
想
で
き
る
様
々
な
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
素
晴
ら
し
い
時
間
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
お
か
む
ら
と
も
い
ち
ろ
う
・
元
四
日
市
市
立
博
物
館
学
芸
員
）
森
有
節
家
に
つ
い
て
（
岡
村
）
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